
《
第
120
回
》 

令
和
五
年
六
月
の
作
品 

 

〈
六
月
九
日
（
金
） 

於
・
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
３
E
〉 

 

髪
染
め
て
気
持
ち
若
や
ぐ
南
風 

（
正
佳
） 

花
菖
蒲
見
納
め
と
い
ふ
老
婆
ゐ
て 

（
一
江
） 

廃
線
跡
の
道
ま
つ
す
ぐ
に
姫
女
苑 

（
隆
治
） 

夏
の
れ
ん
深
川
め
し
の
昼
餉
か
な 

（
孝
昭
） 

小
学
生
の
抱
え
る
箱
に
夏 な

つ

蚕 ご

か
な 

（
奉
男
） 

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
G

7
参
加
す
青
嵐 

（
貴
美
） 

菅
平
の
谷
深
く
し
て
梅
雨
の
中 
（
前
歩
） 

雲
低
く
浅
間
も
見
え
ず
梅
雨
に
入
る 

（
芙
紗
） 

神
宮
の
森
抜
け
て
来
て
花
菖
蒲 

（
正
雄
） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 


